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今週のキーワード

AI実用化の光と影
医療・創薬AIの進展と導入課題、規制

17
件

記事数

4
カ国

対象国

0.802
C-index

がんOS予測

19.6
ms

OnデバイスAI

今週の全17記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 免疫原性予測基盤 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

自己教師ありマルチモーダル基盤モデル「ImmunoFo
undation」がTCR-pMHCデータ不足を克服し、免疫
原性予測・ペプチド最適化を革新。

#02 AI創薬プロセス革新 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AI/MLが創薬プロセス全段階を革新し、効率と精度を
大幅向上させる一方、データバイアスや解釈可能性が
課題。

#03 AI生体脅威対策規制 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

OpenAIらがAIによる生物兵器開発リスクを懸念し、
合成DNA・RNA規制強化を米国議会に提言、バイオセ
キュリティ強化へ。

#04 乳がん予後予測AI 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

FDA承認済みAI「Artera AI Breast」がASCO 2026
で乳がん予後・化学療法効果予測の臨床的有用性を示
し、個別化治療を推進。

#05
AIエージェント導入課
題

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

企業向けAIエージェント導入でROI未達が25%に。ガ
バナンス、IAM、セキュリティポリシーの欠如が課題
。

#06
オンコロジー基盤モデ
ル

学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Tempus AIがオンコロジー向けマルチモーダル基盤モ
デルの初期成果を発表。OS予測でC-index
0.802を達成し、個別化がん医療に貢献。

#07 金融LLMベンチマーク 技術比較
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

金融LLMベンチマークでClaude Opus 4.8が最高精度
89.08%を達成。LLMの精度と効率の世代的改善が顕
著。

#08
がん仮想バイオマーカ
ー

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

組織学と空間分子プログラムを統合するAI「SQUALL
」が、がんの仮想バイオマーカープロファイリングと
予後予測を革新。

#09 LLMリーダーボード 技術比較
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

2026年LLMリーダーボードでLlama 4
Scoutが最速2600トークン/秒、GPT-5.3
Codexが最低遅延0.003秒を記録。

#10 Meta健康AI戦略 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Metaが健康関連機能を強化したAIモデル「Muse Spa
rk」で差別化を図り、Facebook等消費者製品への統
合を計画。

#11 無線通信基盤モデル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

基盤モデルが無線通信を物理層インテリジェンスから
ネットワーク自律性へ進化させ、マルチモーダルデー
タアラインメントとエージェント型RAGが鍵。

#12 LLM推論課題 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

LLMのマルチターン推論で内部状態逸脱「satisfiable
drift」問題がDRIFT-Benchで判明。対話型AIの信頼
性課題。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 OnデバイスAI高速化 技術紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Google AI EdgeがLiteRT
GPUアクセラレータでSamsung Galaxy
S24上のオンデバイスAIを19.6msの低遅延で実現。

#14 創薬AIの役割 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

創薬AIは大規模データ解析で候補分子選別を加速し、
研究者の判断を補強。人間の直感を代替せず能力を増
幅。

#15 AI収益市場動向 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

AnthropicとOpenAIがAI収益市場を席巻。年間数百億
ドル規模に達するも、情報開示の非対称性が業界課題
。

#16 主要生成AIモデル進化 技術概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Google Gemini 3.5 Flash/3.1 Pro、Anthropic
Claude Opus 4.8など主要生成AI基盤モデルが進化し
、マルチモーダル性能と安全性を強化。

#17 ASCOがん研究AI 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Tempus AIとRoswell ParkがASCO 2026でAIを用い
た膵臓がんHRDアルゴリズムや転移性RCC予後予測な
どのがん研究進展を発表。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI創薬のブレークスルーは、自社のR&D;戦略をどう変えるか？
免疫原性予測やがん予後予測におけるAIの進展は、新薬開発の効率と精度を劇的に向上させます。特に、データ不足を克
服する基盤モデルやマルチモーダルAIは、これまで困難だった領域での発見を加速。貴社のR&D;部門は、AIをどのよう
に統合し、新たな研究テーマやパートナーシップを構築すべきでしょうか？

❷ 企業向けAIエージェント導入の「落とし穴」を回避できるか？
AIエージェントの導入が進む一方で、25%の企業がROI目標を達成できていません。ガバナンス、IAM、セキュリティポ
リシーの欠如が主な原因と指摘されています。自社のAIエージェント導入計画は、これらの課題に適切に対処できていま
すか？無秩序なエージェント増殖「エージェントスプロール」のリスクをどう管理しますか？

❸ オンデバイスAIの高速化は、自社製品の競争優位性を高めるか？
Google AI EdgeのLiteRT GPUアクセラレータは、モバイルデバイス上でAIを19.6msの低遅延で実行可能にしました。
これにより、リアルタイム処理やプライバシー保護が強化されます。貴社の製品開発において、このオンデバイスAIの進
化をどのように取り込み、新たなユーザー体験や付加価値を創出できるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

創薬AI医療AI
AIエージェント

LLM性能Onデバイス

生体脅威

LLM課題

無線通信

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 創薬AI 注意 新薬開発加速、R&D;効率化 競争激化、専門知識陳腐化

● 医療AI 機会大 診断精度向上、個別化医療 規制対応、データ連携

● AIエージェント 注意 業務自動化、生産性向上 ガバナンス、セキュリティ

● LLM性能 注意 高度な情報処理、新サービス モデル選定難化、コスト

● Onデバイス 機会大 エッジAI製品強化、プライバシー ハードウェア依存、開発コスト

● 生体脅威 脅威大 規制強化で安全確保 研究開発の制約、悪用リスク

● LLM課題 脅威大 信頼性向上への示唆 対話AIの信頼性低下



AI・機械学習 Weekly Intelligence Report | 2026-06-06 | Page 4

● 無線通信 注意 通信効率化、ネットワーク自律 複雑化、セキュリティリスク
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深掘り ① ― 免疫原性予測のブレークスルー
#01 | 2026/05/28 | OpenReview | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

研究者らは、TCR-pMHCデータ不足を克服する自己教師ありマルチモーダル基盤モデル「ImmunoFoundation」を発
表しました。ESM-2シーケンスエンコーダーとグラフトランスフォーマーをクロモーダルアテンションで統合し、配列
情報と構造情報の両方から学習。免疫原性、結合、TCR特異性タスクで高い転移学習能力を示し、個別化医療への貢献
が期待されます。

このモデルは、折りたたまれたタンパク質複合体に関する大規模データセットで事前学習されており、新薬開発やワク
チン設計における免疫原性予測の精度を大幅に向上させる可能性を秘めています。従来の単一モダリティモデルの限界
を打破し、複雑な生物学的相互作用の理解を深める画期的なアプローチです。

▶ 技術者の視点

ImmunoFoundationは、これまでデータ不足がボトルネックだった免疫原性予測において、マルチモー
ダル基盤モデルという新たなアプローチでブレークスルーをもたらす可能性を秘めています。提示され
た転移学習能力は有望ですが、実際の臨床環境での検証データはまだ初期段階であり、その汎用性と堅
牢性にはさらなる評価が必要です。特に、個別化医療への応用には、患者ごとの多様な遺伝的背景や免
疫応答への適応性が鍵となります。 【機会】日本の製薬・バイオベンチャーにとっては、新薬開発期間
の短縮や、個別化ワクチン・免疫療法の設計効率化に直結する技術です。共同研究やライセンス契約を
通じて、この基盤モデルを活用することで、グローバルな競争力を高めるチャンスがあります。 【脅威
】一方で、この種の基盤モデル開発は大規模なデータと計算資源を必要とし、日本国内での自社開発は
困難を伴います。海外の先行技術に依存する形となれば、技術的優位性を失うリスクがあります。また
、モデルの「ブラックボックス」性や、予測結果の解釈可能性も、臨床応用における課題となるでしょ
う。 次のアクションとして、日本のR&D;部門は、類似技術の動向を継続的にモニタリングし、海外の
先端研究機関との連携を模索すべきです。特に、自社が持つ特定の疾患領域のデータと組み合わせるこ
とで、モデルのカスタマイズや検証を進めることが重要です。

深掘り ② ― オンコロジーAIの臨床応用
#06 | 2026/05/29 | Business Wire | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Tempus AIはASCO 2026で、オンコロジー向けマルチモーダル基盤モデルの初期成果を発表しました。250万件の縦
断的医療記録、45万枚のデジタル医療画像、50万件のゲノムシーケンスで学習したこのトランスフォーマーベースモ
デルは、ゼロショット設定で全生存期間（OS）予測においてC-index 0.802を達成しました。

この高い予測精度は、がん患者の個別化治療戦略の策定において医師を強力に支援する潜在力を持つことを示唆してい
ます。電子カルテ、画像、ゲノムといった多様なデータを統合的に解析することで、従来の単一モダリティモデルでは
捉えきれなかった複雑なパターンを識別し、より精密ながん特性理解を可能にします。



AI・機械学習 Weekly Intelligence Report | 2026-06-06 | Page 6

▶ 技術者の視点

Tempus AIのオンコロジー向けマルチモーダル基盤モデルは、C-index 0.802という高いOS予測精度を
達成しており、これは臨床現場での実用化に向けて非常に有望な数値です。大規模なリアルワールドデ
ータで学習している点も信頼性を高めます。しかし、ゼロショット設定での結果であるため、特定の患
者集団やがん種における性能の安定性、および異なる医療システム間での汎用性については、さらなる
検証が必要です。 【機会】日本の製薬企業や医療機器メーカーにとっては、この種のAIモデルを導入す
ることで、臨床試験の効率化、コンパニオン診断薬の開発加速、そして個別化治療の提供における競争
優位性を確立する機会となります。特に、日本の豊富な医療データと組み合わせることで、アジア人特
有のがん特性に対応したモデル開発も可能になるでしょう。 【脅威】海外のAI企業が先行して大規模な
医療データセットを構築し、高性能モデルを開発している現状は、日本の医療AI分野における遅れを意
味します。データ連携やプライバシー保護の課題を克服し、迅速に追随しなければ、国際的な競争力を
失う可能性があります。また、モデルの解釈可能性や倫理的側面も、医療現場での導入には不可欠な要
素です。 【R&D;、経営企画】は、この種のマルチモーダル医療AIの動向を注視し、国内でのデータ連
携基盤構築や、倫理ガイドライン策定への積極的な関与を検討すべきです。また、Tempus
AIのような先行企業との技術提携も視野に入れるべきでしょう。
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深掘り ③ ― AIエージェント導入の現実的課題
#05 | 2026/05/28 | ITSM.tools 他 | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

2026年の調査によると、英国の大企業におけるAIエージェント導入の25%がROI目標を達成できていません。この課
題の背景には、エージェントの行動パターンに対応した専用のIDおよびアクセス管理（IAM）フレームワークの欠如や
、包括的なセキュリティポリシーの不足があります。

AIエージェントは自律的に多段階のワークフローを実行し、エンタープライズシステム間で相互作用するため、従来の
IAMでは対応しきれない「エージェントスプロール」やセキュリティリスクが増大します。企業はデータ準備、可観測
性、集中型エージェントレジストリの確立を通じて、これらの課題に対処する必要があります。

▶ 技術者の視点

AIエージェントの導入は、業務効率化の大きな機会を提供しますが、本記事が指摘するROI未達の課題
は、日本の製造業にとっても他人事ではありません。特に、自律性の高いAIエージェントが社内システ
ムにアクセスする際のIAMの不備やセキュリティリスクは、データ漏洩やシステム障害に直結する可能
性があります。25%というROI未達の数値は、技術導入だけでなく、運用・ガバナンス体制の重要性を
強く示唆しています。 【機会】適切なガバナンスとIAMを早期に確立できれば、AIエージェントの潜在
能力を最大限に引き出し、生産性向上やコスト削減を実現できます。これにより、競合他社に対する明
確な優位性を築くことが可能です。特に、バックオフィス業務やIT運用における自動化は、人手不足に
悩む日本企業にとって大きなメリットとなります。 【脅威】ガバナンスを怠れば、AIエージェントの無
秩序な増殖「エージェントスプロール」が発生し、管理不能な状態に陥るリスクがあります。これは、
セキュリティインシデントの温床となるだけでなく、予期せぬコスト増大や業務プロセスの混乱を招き
、結果としてAI導入の失敗に繋がります。また、AIエージェントの行動が不透明であると、監査やコン
プライアンス上の問題も発生しやすくなります。 【IT部門、経営企画】は、AIエージェント導入に際し
、既存のIAMシステムの見直しと、AIエージェント専用のガバナンスフレームワークの策定を急ぐべき
です。また、導入前に明確なROI目標と評価指標を設定し、継続的なモニタリング体制を構築すること
が不可欠です。

その他の注目記事
FDA承認済みAI「Artera AI Breast」、乳がん予後・化学療法効果予測の臨床的有用性を示す (The Pathologist)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

FDA承認済みのAIが乳がん治療の個別化を推進。日本の医療機器メーカーや製薬企業は、類似技術の導入や共同開発を
検討すべき。

無線通信、基盤モデルで物理層インテリジェンスからネットワーク自律性へと進化 (arXiv)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

6G時代に向けた無線通信のAI化は、日本の通信キャリアや機器メーカーにとって大きな機会。物理層からネットワーク
自律性まで、AI活用戦略が重要。

Google AI Edge、LiteRT GPUアクセラレータでSamsung Galaxy S24上のオンデバイスAIを19.6msの低遅延で実現 (Google AI Edge)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

オンデバイスAIの高速化は、スマートフォン以外のエッジデバイスにも波及。日本の部品メーカーやOEMは、低遅延AI
対応のハードウェア・ソフトウェア開発を加速すべき。

OpenAI、Anthropic、Microsoft CEOらが米国議会にAI生体脅威対策として合成DNA・RNA規制強化を提言 (Financial Express)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AIの悪用リスクに対する規制強化は、バイオテクノロジー分野の研究開発に影響。日本のバイオ・製薬企業は国際的な
規制動向を注視し、コンプライアンス体制を強化する必要がある。
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OpenAIとAnthropicがAI収益市場を席巻、情報開示の非対称性が業界課題に (PR Newswire)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AI市場の寡占化と情報開示の不透明性は、日本のAI導入企業にとってリスク。透明性の高いパートナー選定と、自社デ
ータ保護戦略が不可欠。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AI創薬・医療AI関連の最新学術論文（#01, #06,
#08）を精査し、自社研究テーマへの応用可能性を検討する。

• 【経営企画】AIエージェント導入のROI評価と、既存のガバナンス・IAM体制の現状分析に着手する（#05）。

• 【調達】主要AIベンダー（OpenAI, Anthropic,
Google等）の最新LLM性能、コスト、サービスレベルに関する情報を収集し、比較評価を行う（#07, #09,
#16）。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】マルチモーダルAI技術（#01, #06, #08）が自社の材料開発、プロセス最適化、品質管理にどう応
用できるか、具体的なユースケースを検討し、PoC計画を立案する。

• 【IT部門】AIエージェントの安全な運用に向けた専用のIAMフレームワークとセキュリティポリシーの策定に着
手する（#05）。

• 【半導体PKG/EV設計】オンデバイスAIの高速化（#13）が、次世代製品（例：車載AI、スマートデバイス）の
性能向上にどう貢献するか、ハードウェア要件と開発ロードマップへの影響を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】AIの倫理、バイオセキュリティ、国際規制動向（#03）を継続的に注視し、自社の事業戦略およ
びリスク管理体制への影響を評価する。

• 【R&D;】AIを活用した新規材料探索、プロセス最適化、製品設計のロードマップを策定し、必要なデータ基盤
とAI人材育成計画を具体化する。

• 【全社】AI技術の社会実装における信頼性確保（#12）のため、AIモデルの透明性、説明可能性（XAI）に関す
る研究開発投資や外部連携を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06
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収録記事一覧

#01 免疫原性予測・ペプチド最適化に新たなマルチモーダル基盤モデル「ImmunoFoundation」が
データ不足を克服

#02 AI/MLが創薬プロセス全体を革新：標的同定から臨床試験まで効率と精度を大幅向上

#03 OpenAI、Anthropic、Microsoft CEOらが米国議会にAI生体脅威対策として合成DNA・RNA規
制強化を提言

#04 FDA承認済みAI「Artera AI Breast」、ASCO 2026で乳がん予後・化学療法効果予測の臨床的
有用性を示す

#05 企業向けAIエージェント導入、ROI未達が25%に及ぶ中、適切なガバナンスとIAM構築が急務

#06 Tempus AI、250万件の縦断的医療記録で学習したオンコロジー向けマルチモーダル基盤モデル

が初期成果：OS予測でC-index 0.802を達成

#07 金融LLMベンチマークでClaude Opus 4.8が最高精度89.08%を達成

#08 組織学と空間分子プログラム統合AI「SQUALL」：がんの仮想バイオマーカープロファイリング
と予後予測を革新

#09 2026年LLMリーダーボード発表：Llama 4 Scoutが2600トークン/秒で最速を記録、GPT-5.3

Codexは最低遅延0.003秒

#10 Meta、健康関連機能を強化したAIモデルでOpenAIやAnthropicとの差別化を狙う：Muse Spark
を皮切りに消費者製品へ統合

#11 無線通信、基盤モデルで物理層インテリジェンスからネットワーク自律性へと進化：マルチモー
ダルデータアラインメントとエージェント型RAGフレームワークが鍵

#12 LLMのマルチターン推論に予期せぬ内部状態逸脱「satisfiable drift」問題がDRIFT-Benchで明
らかに

#13 Google AI Edge、LiteRT GPUアクセラレータでSamsung Galaxy S24上のオンデバイスAIを
19.6msの低遅延で実現

#14 創薬におけるAI：大規模データ解析で候補分子を迅速選別、研究者の判断を補強し時間短縮

#15 OpenAIとAnthropicがAI収益市場を席巻、Anthropicが年間300億ドルに迫る：情報開示の非対

称性が業界課題に

#16 主要生成AI基盤モデルの進化：Google Gemini 3.5 Flash、Gemini 3.1 Pro、Anthropic
Claude Opus 4.8が登場

#17 ASCO 2026でTempus AIとRoswell ParkがAIを用いたがん研究の進展を発表：膵臓がんHRDア
ルゴリズムや転移性RCC予後予測など



免疫原性予測・ペプチド最適化に新たなマルチモーダル基
盤モデル「ImmunoFoundation」がデータ不足を克服

概要

研究者らは、免疫原性予測とペプチド最適化のための自己教師ありマルチモーダル基
盤モデル「ImmunoFoundation」を発表しました。このモデルはESM-2シーケンスエン
コーダーとグラフトランスフォーマーをクロモーダルアテンションで統合し、TCR-

pMHCデータの不足を克服します。免疫原性、結合、TCR特異性タスクにおいて高い転
移学習能力を示し、個別化医療への貢献が期待されます。

公開日 2026年05月28日  OpenReview  アメリカ



詳細

主要成果

研究者らは、免疫原性予測とペプチド最適化を革新する自己教師ありマルチモーダル基
盤モデル「ImmunoFoundation」を開発しました。この画期的なモデルは、TCR-pMHC
（T細胞受容体-主要組織適合性複合体結合ペプチド）結合データという、これまでラベ
ル付きデータが非常に不足していた領域の課題を克服することを目指しています。
ImmunoFoundationは、既存のESM-2シーケンスエンコーダーとグラフトランスフォー
マーをクロモーダルアテンションメカニズムを通じて統合することで、配列情報と構造
情報の両方から学習する能力を持っています。

技術・臨床詳細

ImmunoFoundationのコア技術は、折りたたまれたタンパク質複合体に関する大規模な
データセットで事前学習されたことにあります。この事前学習により、モデルは免疫原
性、TCR結合、およびTCR特異性といった複数のダウンストリームタスクにおいて、高
い転移学習能力を発揮します。ESM-2シーケンスエンコーダーはアミノ酸配列から豊富
な特徴量を抽出し、グラフトランスフォーマーはペプチド-MHC複合体の三次元構造的
相互作用を捉えます。クロモーダルアテンションは、これら異種のデータモダリティ間
の関連性を効果的に学習することを可能にし、より包括的かつ正確な予測を実現しま
す。

背景・業界文脈

免疫原性の予測は、新薬開発、ワクチン設計、および個別化医療において極めて重要な
ステップです。しかし、高精度な予測を可能にするための大規模なラベル付きTCR-

pMHCデータセットの不足が長年の課題となっていました。従来のモデルはしばしば単
一のデータモダリティに限定されるか、十分な汎化能力を持たないという制約がありま
した。ImmunoFoundationは、自己教師あり学習とマルチモーダルアプローチを組み合
わせることで、このデータ不足のボトルネックを打破し、従来の手法では困難だったタ
スクにおいて顕著な性能向上を達成しています。



今後の展望

ImmunoFoundationの登場は、免疫学研究および臨床応用に大きな影響を与える可能性
があります。特に、個別化ワクチンや免疫療法の開発において、患者ごとの特異的な免
疫応答をより正確に予測し、最適なペプチド抗原を設計するための強力なツールとなる
でしょう。また、T細胞媒介性疾患や自己免疫疾患の理解を深める上でも貢献が期待さ
れます。今後、さらなるデータセットでの検証や実環境での評価を通じて、その汎用性
と臨床的価値が確立されていくことが望まれます。

元記事: https://openreview.net/forum?

id=9RKfXWSQme&referrer=%5Bthe%20profile%20of%20Smita%20Krishnaswamy%5D(%2Fprofile%3Fid%3D~
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AI/MLが創薬プロセス全体を革新：標的同定から臨床試験
まで効率と精度を大幅向上

概要

最新のレビューによると、AI/機械学習は創薬パイプラインの全ての段階、すなわち標
的同定から臨床試験に至るまでを革新しています。表現学習やグラフベースモデリン
グといった手法を活用し、オミクスデータや化学構造など多様なデータモダリティを

統合することで、計算モデル設計が高度化しています。これにより、リード化合物の
探索・最適化が加速し、開発期間とコストの削減に貢献する一方、データバイアスや
モデル解釈可能性といった課題への対応も重要です。

公開日 2026年06月02日  PubMed Central (Preprints経由)  国際



詳細

主要成果

最近発表された包括的なレビュー論文によると、人工知能（AI）と機械学習（ML）技
術は、創薬パイプライン全体にわたる変革的な影響を与え、ターゲット同定から臨床試
験に至る各段階で効率と精度を大幅に向上させています。特に、表現学習やグラフベー
スモデリングといった先進的な手法が、オミクスデータや化学構造といった多様なデー
タモダリティを統合することで、計算モデル設計の新たなパラダイムを形成していま
す。

技術・臨床詳細

AI/MLは、創薬の初期段階であるターゲット同定において、遺伝子発現、タンパク質相
互作用、疾患関連性などの膨大なデータから有望な標的を迅速に特定します。リード化
合物の探索と最適化では、仮想スクリーニング、分子設計、ADMET（吸収、分布、代
謝、排泄、毒性）予測に活用され、実験的検証の数を大幅に削減します。前臨床試験で
は、動物モデルの選択やデータ解析の効率化に貢献し、臨床試験の設計・実施・結果解
析においても、患者層別化、バイオマーカー特定、副作用予測など多岐にわたる応用が
期待されています。これらの技術は、創薬プロセス全体を加速し、新薬の市場投入まで
の期間と開発コストを劇的に削減する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、時間とコストがかかり、成功率が低いという課題を抱えていま
した。新しい薬剤候補の発見から承認までには平均10年以上、10億ドル以上のコストが
かかり、成功率はわずか10%未満とされています。AI/MLは、このボトルネックを解消
するために、大規模な生物医学データ（ゲノム、プロテオーム、リガンド情報、電子カ
ルテなど）から複雑なパターンを抽出し、人間には不可能な速度と規模で仮説を生成・
検証する能力を提供します。しかし、データバイアス、モデルの予測性能とメカニズム
的解釈可能性の間のトレードオフ、倫理的な考慮事項といった課題への対処も、AI創薬
の成功には不可欠です。



今後の展望

AI/MLの創薬への応用はまだ初期段階にありますが、その潜在的な影響は計り知れませ
ん。これらの技術が成熟し、より広範に導入されることで、より安全で効果的な治療薬
を、より迅速かつ低コストで患者に届けることが可能になるでしょう。将来的には、AI

が完全に自律的な創薬サイクルを駆動し、疾患の複雑性をより深く理解することで、こ
れまで治療が困難だった疾患に対する新たなブレイクスルーをもたらすことが期待され
ます。データガバナンスとモデルの信頼性確保が、今後の発展の鍵となります。

元記事: https://www.preprints.org/manuscript/202606.0091
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